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「第三期小樽市子ども・子育て支援事業計画（案）」に対して子ども子育て会議委員から提出された意見
等の概要及び市の考え方等

意見等の概要 市の考え方等

４）産後ケアについて
　　核家族の時代、小樽で出産後、親や姉妹ある
いは親しい友人が身近にいないケースは多く、
子育てに不安もしくは苦痛を感じて生活されてい
る方に小樽近隣の産院へも協力して頂き、「産後
ケア」のアピールの強化が必要。
小樽市では協会病院でデイケア型の産後ケア事
業をされている（5回無料）協会病院での利用状
況（1年間）が示されて無い。
助産婦個人が（自営）開業されており、多くのお
母さんが利用されているとの事。個人の場合は実
費と。
個人の施設を利用できるのであれば、より生活に
密着してケアを受けられると思います。
市内において何件その様な施設があるのか市で
も把握されて、利用状況を確認されてはと思いま
す。
今後、個人で開設されている施設利用料に対し
ても、助成をする方向で支援拡大を願います。

４）産後ケア事業について
　産後ケア事業については、国の基本指針が改正されたこ
とに伴い、今回の第3期計画から新たに盛り込むこととなっ
たもので、第2期計画には盛り込まれていないため、第２部
の利用実績には記載していないものです。
　なお、本市の産後ケア事業については、委託先の病院で
行うデイケア型と助産師が自宅を訪問するアウトリーチ型を
実施し、合わせて５回まで公費負担していますが、令和５年
度がデイケア型が38名（延べ91名）、アウトリーチ型（訪問
型）が31名（延べ44名）、合計69名（延べ135名）の方に利用
していただいている状況です。
　今後も、より多くの方に産後ケア事業を利用していただく
ため、利用者等の御意見を踏まえながら、適宜、事業内容
の改善に努めてまいりたいと考えております。
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